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土沢まつり土沢まつり
９月16・17日９月16・17日

石
鳥
谷
ま
つ
り

石
鳥
谷
ま
つ
り

９
月
８
～

９
月
８
～
1010
日日

①中下組の風流山車。風流名は「那

須与一」②土沢商店街を練り歩く

十二鏑会の神輿③駅上組の風流山

車。風流名は「義家 雁の群れの乱

れで伏兵を知る」④落合鹿踊の演

舞⑤石鳩岡神楽の権現舞

①上和町組の南部流山車。風流名は「義

経弓流し」②西組の南部流山車。風流

名は「和藤内『紅流しの場』」③今年創立

150周年を迎えた八重畑小による鼓笛

隊④江戸神輿愛好会鵬睦の神輿⑤新堀

保育園のさんさ踊り⑥石鳥谷保育園の

「春日流いしどりや保育園鹿踊」⑦中組

の南部流山車の見返し「和田舞鶴」

①

②

③④

⑤
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①
② ③
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こ
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９月８～10日９月８～10日花巻まつり花巻まつり

①夜闇に炎がゆらめく上町の風流

山車。風流名は「一の谷の戦い 義

経鵯越の逆さ落としの躰」②目抜

き通りを盛り上げながら担ぐ卯月

会の神輿③山車パレードの様子。

山車の後方にある見返しと大太鼓

を見送っていく④花巻ばやし踊り

を披露する花巻舞友会⑤幻想的な

群舞かがり火鹿
ししおどり

踊⑥勇壮な権現

舞を舞う羽山神楽保存会⑦まつり

のフィナーレ「大手締め」では打ち
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